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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気ガス管と結合可能な排気ガス終端管遮蔽体を有する、自動車のための排気ガス設備
であって、この排気ガス設備が、車両後尾部分の一部分に設けられている様式の上記排気
ガス設備において、この排気ガス終端管遮蔽体（７）が、保持装置（１０）を介して、排
気ガス設備（１）の２つの排気ガス管（３、４）と結合されており、且つ、これら排気ガ
ス管（３、４）それぞれに個別に接続する２つの排気ガス内側管（５、６）が設けられて
おり、これら排気ガス内側管（５、６）が、両方の排気ガス管（３，４）と差し込まれた
状態で保持されており、且つ、排気ガス内側管（５、６）は、これら排気ガス内側管（５
、６）に被せられた排気ガス終端管遮蔽体（７）との間に、まわりを取り囲んで延在する
空気通路（Ｋ）が形成されるように、排気ガス終端管遮蔽体（７）内に設けられることを
特徴とする排気ガス設備。
【請求項２】
　２つの排気ガス管（３、４）の間に、保持装置（１０）が固定されており、且つ、これ
ら両方の排気ガス管（３、４）の垂直方向の中心面内において、この保持装置（１０）の
突出する保持舌状体（１１）が設けられており、この保持舌状体が、排気ガス終端管遮蔽
体（７）の収容部（１２）内へと挿入可能であり、且つ、少なくとも１つの、ねじ付きボ
ルト（１４）として形成された固定手段を介して保持されていることを特徴とする請求項
１に記載の排気ガス設備。
【請求項３】



(2) JP 5065764 B2 2012.11.7

10

20

30

40

50

　突出する保持舌状体（１１）の上に、ねじ付きナット（１３）が固定されており、且つ
、排気ガス終端管遮蔽体（７）の穿孔（１５）内において、ねじ付きボルト（１４）が、
ねじ付きナット（１３）へと貫通案内可能であり、且つ、このねじ付きナットと結合可能
であるように構成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の排気ガス設備。
【請求項４】
　これら両方の排気ガス内側管（５、６）は、これら排気ガス内側管の外側周囲面に、多
数の外方へと突出する弾性的な締付け要素（１９）を有しており、これら締付け要素が、
排気ガス終端管遮蔽体（７）内に差込まれた状態において、内側壁部に保持された状態で
支持されており、且つ、この排気ガス終端管遮蔽体（７）に対する結合が、ねじ手段（１
７、１８）を介して行なわれるように構成されていることを特徴とする請求項１から３の
いずれか一つに記載の排気ガス設備。
【請求項５】
　両方の排気ガス内側管（５、６）の外側周囲面に、互いに調製された、突出する支持ア
ングル部材（１６、１６ａ）が固定されており、これら支持アングル部材は、排気ガス終
端管遮蔽体（７）内に差込まれた状態において、蟻継ぎ形状の収容部（１２）に隣接して
設けられた当接部に支持され、且つ、ねじ手段（１７、１８）を介して固定されているこ
とを特徴とする請求項１または４に記載の排気ガス設備。
【請求項６】
　両方の排気ガス内側管（５、６）は、両方の排気ガス管（３、４）と、管体拡開部（２
０）によって密に差込み可能であり、且つ、これら両方の排気ガス内側管（５、６）の、
この管体拡開部（２０）と反対側の自由な端部が、まわりを取り囲んで、空気間隙（８）
を、排気ガス終端管遮蔽体（７）の内側周囲面に対して、少なくとも、排気ガスの出口領
域において有していることを特徴とする請求項１から５のいずれか一つに記載の排気ガス
設備。
【請求項７】
　排気ガス内側管（５、６）は、出口領域内において、それぞれに、トランペット状に拡
大されて形成されており、且つ、この排気ガス終端管遮蔽体（７）の開口領域と、排気ガ
ス内側管（５、６）の開口領域との間に、空気間隙（８）が形成されていること、および
、これら排気ガス内側管（５、６）が、排気ガス終端管遮蔽体（７）内において、それぞ
れに内側壁部に対して離間された状態で設けられており、且つ、貫通する空気通路（Ｋ）
が、空気間隙断熱部として形成されていること、を特徴とする請求項１から６のいずれか
一つに記載の排気ガス設備。
【請求項８】
　排気ガス終端管遮蔽体（７）は、一部材の鋳造部材から成り、且つ、排気ガス内側管（
５、６）が、特殊鋼から成り、且つ、薄壁状に形成されていることを特徴とする請求項１
から７のいずれか一つに記載の排気ガス設備。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念による、排気ガス管の上に装着可能な排気ガス終端管遮
蔽体を有する、自動車のための排気ガス設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０　３５５　４７２号明細書（特許文献１）から、
自動車の排気ガス設備のための排気ガス終端管遮蔽体が公知であり、この排気ガス終端管
遮蔽体は、押し込まれた内側管を備える排気ガス管を有しており、この内側管が、排気ガ
ス流を、走行路面に対して下方へと転向する。この内側管は、遮蔽管によって囲繞されて
いる。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０　３５５　４７２号明細書
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、本発明の課題は、可能な限り僅かの熱負荷に曝されており、もしくは、特に合
成物質から成る、囲繞する車両後尾部分への熱伝達を回避する、排気ガス終端管遮蔽体を
有する排気ガス設備を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、本発明に従い、請求項１の特徴によって解決される。従属請求項は、更に
別の有利な特徴を内容としている。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明でもって主として達せられる利点は、直接的に排気ガスを導く排気ガス内側管と
、排気ガス終端管遮蔽体との間の、空気間隙断熱部によって、排気ガス終端管遮蔽体に対
する直接的な熱伝達が回避され、且つ従って、同様に合成物質から成る車両後尾部分が、
如何なる過度に高い熱負荷にも曝されていないことにある。
このことは、この排気ガス終端管遮蔽体が、保持装置を介して、排気ガス設備の１つまた
は２つの排気ガス管と結合されており、且つ、この排気ガス終端管遮蔽体と、これら排気
ガス管との間に、それぞれに個別の排気ガス内側管が設けられており、これら排気ガス内
側管が、両方の排気ガス管と差し込まれた状態で保持されており、且つ、この排気ガス終
端管遮蔽体と強固に結合されており、その際、これら両方の排気ガス内側管と、収容する
排気ガス終端管遮蔽体との間に、まわりを取り囲んで貫通する通路が形成されている、
という方法で行なわれる。この通路は、従って、走行状態において、貫通流動する空気に
基づいて、熱調節するように作用可能である。
【０００６】
　排気ガス内側管と排気ガス終端管遮蔽体との間の安定した結合が提供されるために、本
発明により、更に、２つの排気ガス管の間に、または同様にただ１つだけの排気ガス管に
、保持装置が固定されており、且つ、これら２つの排気ガス管の垂直方向の中心面内にお
いて、この保持装置の突出する保持舌状体が設けられており、この保持舌状体が、排気ガ
ス終端管遮蔽体の溝形状収容部、例えばＴ字形溝形状の収容部内へと挿入可能であり、且
つ、固定手段を介して保持されている。突出する保持舌状体の上に、ねじ付きナットが固
定されており、且つ、排気ガス終端管遮蔽体の穿孔内において、ねじ付きボルトが、この
保持舌状体の上のねじ付きナットへと貫通案内可能であり、且つ、このねじ付きナットと
結合可能である。このねじ付きボルトの組付けは、この排気ガス設備の下側から行なわれ
、且つ、蟻継ぎ形状の収容部内におけるこの保持舌状体の形状一体的な保持を介して、側
方に確実な保持が保証されており、このことは、特にこの排気ガス設備における振動の際
に必要である。
【０００７】
　排気ガス管と排気ガス終端管遮蔽体との間に設けられた、直接的に排気ガスを導く排気
ガス内側管は、いわば、これら排気ガス管の延長部を形成している。これら両方の排気ガ
ス内側管は、これら排気ガス内側管の外側周囲面に、多数の外方へと突出する弾性的な締
付け要素を有しており、これら締付け要素が、排気ガス終端管遮蔽体内に差込まれた状態
において、内側壁部から保持された状態で支持されており、且つ、この排気ガス終端管遮
蔽体に対する強固な結合が、ねじ手段を介して行なわれる。
【０００８】
　排気ガス終端管遮蔽体内における両方の排気ガス内側管の固定のために、本発明により
、これら両方の排気ガス内側管の外側周囲面に、互いに調製された（zugerichtete）、突
出する支持アングル部材が固定されており、これら支持アングル部材が、この排気ガス終
端管遮蔽体内に差込まれた状態において、例えば、溝形状の収容部に隣接して設けられた
当接部に支持され、且つ、ねじ手段を介して固定されている。このことによって、有利な
方法において、本発明により、これら排気ガス内側管が、強固に、この排気ガス終端管遮
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蔽体と結合されていることが達せられ、従って、同様に、生起された振動によって、この
排気ガス終端管遮蔽体の内側壁部との如何なる接触も生じ得ない。
【０００９】
　両方の排気ガス内側管は、両方の排気ガス管と、管体拡開部によって密に差込み可能で
あり、且つ、これら両方の排気ガス内側管の、この管体拡開部と反対側の自由な端部が、
まわりを取り囲んで、空気間隙を、排気ガス終端管遮蔽体の内側周囲面に対して、少なく
とも、排気ガスの出口領域において有している。従って、これら排気ガスが排気ガス終端
管遮蔽体と接触すること無しに、これら排気ガス管から内側管を介しての内燃機関の排気
ガスの排出は可能である。
【００１０】
　排気ガス内側管は、出口領域内において、それぞれに、トランペット状に拡大されて形
成されており、且つ、この排気ガス終端管遮蔽体の開口領域と、排気ガス内側管の開口領
域との間に、空気間隙が形成されており、その際、これら排気ガス内側管が、排気ガス終
端管遮蔽体内において、貫通して、それぞれに内側壁部に対して離間された状態で設けら
れており、且つ、空気通路が形成されている。これら排気ガス内側管とこの排気ガス終端
管遮蔽体との間のこの通路は、走行作動状態において空気貫通流動を形成し、且つこのこ
とから、結果として、排気ガスによって加熱された排気ガス内側管の熱導出が行なわれる
。特に、この排気ガス終端管遮蔽体の塗装の際に、この排気ガス終端管遮蔽体は、熱負荷
によって損傷されない。
【００１１】
　本発明の実施例を図に示し、且つ以下で詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１内において、自動車の排気ガス設備１の端部領域が図示されており、この排気ガス
設備は、基本的に、排気ガス管２、および、上流側に接続する排気ガス内側管５、６のた
めの、この排気ガス管から分岐する２つの排気ガス管３、４を有している。これら排気ガ
ス内側管は、すっぽり被せられた排気ガス終端管遮蔽体７内において保持されており、こ
の排気ガス終端管遮蔽体が、例えば、車両後尾部分８ａの切り抜き部Ａを通って突出して
おり、このことは、図７内において詳細に図示されている。排気ガス流は、この排気ガス
管２を矢印の方向Ｐにおいて貫通流動し、これら両方の接続する排気ガス管３、４に分岐
し、且つ、次いで、これら排気ガス内側管５、６内へと流動し、および、次いで外方へと
注いでいる。
【００１３】
　排気ガス管２、もしくは接続する排気ガス管３、４は、排気ガス終端管遮蔽体７と、保
持装置１０を介して結合されており、この保持装置が、これら排気ガス管３、４に固定さ
れている。この保持装置は、基本的に、これら排気ガス管３、４の垂直方向の中心面内に
おいて設けられた突出する保持舌状体１１から成っており、この保持舌状体が、この排気
ガス終端管遮蔽体７の、Ｔ字形溝形状の収容部１２または類似の収容部内に挿入可能であ
り、且つ、この保持舌状体１１が位置精確に支持され、且つ、固定ねじ１４を介して固定
される。
【００１４】
　この目的で、保持舌状体１１は、固定されたねじ付きナット１３を有しており、このね
じ付きナット内へと、固定ねじ１４がねじ込まれ、このために、この固定ねじ１４が、排
気ガス終端管遮蔽体７の穿孔１５内へと挿入される。
【００１５】
　更に、排気ガス終端管遮蔽体７と、排気ガス内側管５、６が結合されており、このため
に、これら排気ガス内側管５、６は、これら排気ガス内側管の外側周囲面に、２つの、向
き合って対峙する支持アングル部材１６、１６ａを有しており、これら支持アングル部材
が、排気ガス終端管遮蔽体７内へと挿入された状態において、収容部１２の脇に設けられ
た支持部に支持され、且つ、ねじ１７、１８を介してこれら支持部内において固定可能で
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ある。この排気ガス終端管遮蔽体７内における、離間された支承のために、排気ガス内側
管５、６の外側周囲に、多数の分配された状態で設けられた弾性的な締付け要素１９が設
けられている。
【００１６】
　排気ガス流Ｐが、排気ガス管２、および、排気ガス内側管５、６内における接続する排
気ガス管３、４を経て貫通流動可能であるために、これら排気ガス内側管は、これら排気
ガス管３、４に対して密な接続部を有している。この密な接続部は、それぞれに、管体拡
開部２０から成り、この管体拡開部内へと、排気ガス管３、４の、向かい合って対峙する
管体端部２１が差込み可能である。
【００１７】
　排気ガス内側管５、６は、排気ガス内側管５、６と、排気ガス終端管遮蔽体７との間に
、まわりを取り囲んで延在する空気通路Ｋが形成されるように、排気ガス終端管遮蔽体７
内において設けられており、従って、走行作動状態において、熱導出が保証されており、
且つ排気ガス終端管遮蔽体７が如何なる主要な熱放出にももはや曝されず、且つ車両後尾
部分が十分に有害な熱の影響から免れさせておかれるために、空気貫通流動が行なわれる
。
【００１８】
　排気ガス終端管遮蔽体７は、例えば、アルミニウム鋳物、または金属薄板部材から成っ
ており、その際、排気ガス内側管５、６が、特殊鋼、例えばチタンから成っている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】排気ガス管、排気ガス内側管、および排気ガス終端管遮蔽体を有する、排気ガス
設備の端部領域の分解図である。
【図２】排気ガス終端管遮蔽体を有する、排気ガス設備の組み立てられた状態の端部領域
の、透視図における図である。
【図３】ねじ付きナットを有する、突出する保持舌状体の様式の、排気ガス管に付属して
いる保持装置の図である。
【図４】図３による保持装置のための、排気ガス終端管遮蔽体内における、蟻継ぎ形状の
収容部の拡大図である。
【図５】弾性的な締付け要素および支持アングル部材を有する、排気ガス内側管の図であ
る。
【図６】排気ガス内側管と排気ガス終端管遮蔽体との間の、明確な間隙および空気貫通流
動通路を有する、排気ガス設備の、組み付けされた状態の端部領域の図である。
【図７】組み込まれた排気ガス内側管、および、車両後尾部分内に組み込まれた状態にお
いて具現された通路を有する、排気ガス終端管遮蔽体の縦断面図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　　排気ガス設備
　２　　排気ガス管
　３、４　排気ガス管
　５、６　排気ガス内側管
　７　　排気ガス終端管遮蔽体
　８　　空気間隙
　８ａ　車両後尾部分
　１０　保持装置
　１１　保持舌状体
　１２　収容部
　１３　ねじ付きナット
　１４　固定ねじ、　ねじ付きボルト
　１５　穿孔
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　１６、１６ａ　支持アングル部材
　１７、１８　ねじ、　ねじ手段
　１９　締付け要素
　２０　管体拡開部
　２１　管体端部
　Ａ　　切り抜き部
　Ｋ　　空気通路
　Ｐ　　矢印の方向、　排気ガス流
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【図３】
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【図５】

【図６】
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